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１．環境勘定と環境経済統合勘定（SEEA）
　環境勘定とは、物量・貨幣価値を問わず、環境に
関わる様々なデータや数値を記載し、体系的に整理
するフレームワークの総称です。多数の研究者や組
織が様々な形態の環境勘定を開発・提案しています
が、このうち国連が世界銀行等とともに、1993年に
公表した環境勘定が環境経済統合勘定（SEEA）で
す。SEEAは、GDP等を計算する国民経済計算体系

（SNA）に環境の価値を取り込むことを目的とした
総合的勘定体系で、SNAの付属勘定として位置づ
けられています。公表以降改訂が重ねられ、2012年
にSEEAの中枢部分がセントラル・フレームワーク

（SEEA-CF）として正式に国際基準化されました。
これにより、各国はSEEA-CFに基づいて環境勘定
を構築することが推奨されるようになりました。例
えば、EUでは加盟国に対してSEEAの構築を義務
づけています。米国は公式なSEEAを構築していな
いものの、各研究機関が地域レベルまたは個別事例
でのSEEAの構築を進めています。さらに途上国は
欧米各国の支援のもと、自国のSEEA構築を進めて
います。
　SEEAはSEEA-CFの下に、特定のテーマや環境
問題に用途を特化したサブ勘定があり、これまでに
合計８つのサブ勘定が公表されています（第１表）。
このうち農林水産分野とも関連が深い農林水産勘定
と生態系勘定について、次節で概説します。

２．農林水産勘定と生態系勘定
　農林水産勘定（SEEA-AFF）は、SEEAのサブ勘

定の１つで、農林水産
業に関連する物質の流
れ、経済の動きを把握
するための情報を統合
的に整理するフレーム
ワ ー ク で す。SEEA-
AFFは、SEEAを管轄
する国連統計局と国連
食糧農業機関（FAO）
により共同開発されま
した。SEEA-AFFを構築することで、農林水産業
の生産活動と関連する環境との関係が容易に把握で
きるようになります。SEEA-AFFは、農林水産業
に関連する物質や貨幣の流れを把握するフロー勘定
と現状の資源量とその価値をそれぞれ物量及び貨幣
価値で評価するストック勘定に大きく分けられ、双
方により農林水産業と環境、自然資源との関係を明
らかにします。
　また、SEEAのうち、生態系・生態系サービスの
評価に特化されたフレームワークが生態系勘定

（SEEA-EA）です。SEEA-EAは、2012年に実験的
勘定、すなわち暫定版として公表され、その後の議
論を経て修正の上、2021年に正式な国際基準となり
ました。SEEA-EAに関しては、生物多様性条約の
ポスト2020生物多様性枠組（GBF）への対応とし
ても位置づけられており、各国においてSEEA-EA
の構築作業が急速に進められています。具体的に
は、 現 在 欧 州 統 計 局 で は、EU各 国 に 対 し て、
SEEAに加えてSEEA-EAの構築も義務づける方向
で検討が進められています。

第１表　SEEAの種類とサブ勘定
名称 公表年 備考

セントラル・フレームワーク（SEEA-CF） 2012 SEEA全般に共通する中枢部分で，国際基準化
水（SEEA-Water） 2011
生態系（SEEA-EA） 2012 2012年に実験的勘定として公表，2021年に国際基準化
農林水産（SEEA-AFF） 2016
大気汚染（SEEA-Air Emission） 2016
エネルギー（SEEA-Energy） 2016
環境活動（SEEA-Environmental Activity） 2016 経済活動のうち環境保全活動や環境保護支出に焦点
土地（SEEA-Land） 2016
物質循環（SEEA-Material Flow） 2017
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３．国内外における環境勘定研究の動向
　SEEA-CFの国際基準化以降、各国において環境
勘定の構築作業が進められ、SEEAを用いて自国の
環境統計・データを整理しています。こうした背景
のもと、環境勘定に関する研究は環境勘定自体の開
発研究ではなく、環境勘定を使った影響分析、政策
シミュレーションが主流となっています（Sun et 
al., 2021； Bagheri and Babaeian, 2020）。また、特
に 生 態 系 勘 定 に 関 し て は、 世 界 各 国 に お い て
SEEA-EAを用いた生態系の評価手法の開発研究が
行われています。2010年代は、生態系の物量評価、
すなわち生態系の存在位置のマッピングや生態系量
の 評 価 研 究 が 中 心 で し た が（Dvarskas, 2019； 
Remme et al., 2014）、2020年代に入り、その研究は
貨幣価値による評価（Tapsuwan et al., 2021）や生
態系の質や状態評価（Farrell et al., 2021）へと進
んでいます。さらにSEEA-AFFに関しても、これ
までにいくつかの適用研究が見られます（Obst 
and Eigenraam., 2017）。
　このような環境勘定の構築に向けた世界的な潮流
の中、日本はこれまで公式な環境勘定を構築してい
ませんでした。また国内においてSEEAを使った研
究事例もあまり多くなく、1990年代から2000年代に
かけて著者の拙稿等いくつか散見される程度です

（木山，2006；林，2004；白川ら，1999）。それでも、
内閣府は1990年代からSEEAに準拠する形の環境勘
定を試作してきました。具体的には、1990年代は国
内で発生した環境負荷を貨幣換算してGDPから控
除する環境調整済み国内総生産（通称グリーン
GDP）の試算、2000年以降は地域版SEEA、SEEA-
Waterの推計作業等を試行的に行ってきました（内
閣府経済社会総合研究所，2010；2007）。そして、
内閣府は2021年度からグリーンGDPの推計作業を
約25年ぶりに再開し、2022年８月にその結果を公表
しました（内閣府経済社会総合研究所，2022）。ま
た、環境省もSEEA-EAに準拠する形で生態系サー
ビス評価を行い、その価値を人々の経済行動に組み
込む、いわゆる「主流化」を目指しています。この
ように、徐々にではありますが、日本国内でも国際
的な環境勘定構築の流れに沿ってきています。

４．まとめ
　環境勘定の構築とそれを用いた研究分析は、世界
的に見るとかなりの速度で進んでいます。著者はこ
れまで20年以上にわたり環境勘定の開発・適用研究
に携わり、国連におけるSEEA構築・改訂作業や、
国内でのSEEA試作作業等の動向に注視してきまし

た。これからも引き続き情報収集をしていくつもり
ですので、逐次環境勘定に関する情報発信をしてい
きたいと思います。
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概要
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